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表-1 条件別ピーク流量 

 南畑ダム(m3/s) 下日佐(m3/s) 

 1 位 2 位 3 位 1 位 2 位 3 位

3 時間積算雨量 332 363 338 1102 1243 1147

12 時間積算雨量 332 277 243 1102 934 831 

24 時間積算雨量 332 243 300 1102 831 1014

 

4. 考察 

 ピーク流量の順位が雨量の順位に対して逆転した

ことについて、3 時間積算雨量で比較した場合、上位

1 位は長時間雨が降り続けているのに対し、2・3 位

は短期間に集中しての降雨が見られる。那珂川の流

域面積はそれほど大きくなく洪水到達時間も短いこ

とから、ピーク流量の大きさは降雨強度の大きさに

よって決まる傾向にある。降雨継続時間とピーク流

量の関係についてさらに検討を加え、適切な計画降

雨継続時間を求めていく必要がある。 

 
図-3 3 時間積算雨量 (南畑ダム) 

 
図-4 12 時間積算雨量 (南畑ダム) 

 
図-5 24 時間積算雨量 (南畑ダム) 

5. まとめ 

 本研究では、気候変動予測データベースを用いて

那珂川流域を対象に流出解析を行った。流出解析か

ら得られたピーク流量の大きさは積算雨量の順位と

一致するとは限らず、降雨継続時間とピーク流量の

関係について更に検討を加え、適切な計画降雨継続

時間を求めていく必要がある。今後は得られた結果

を基に氾濫解析を行い、将来の被害予測の検討を実

施する予定である。 
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図-6 3 時間積算雨量 (下日佐) 

 

図-7 12 時間積算雨量 (下日佐) 

 
図-8 24 時間積算雨量 (下日佐) 
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